
問

３
月
議
会
に
平
成
28

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
現
行
よ
り
１
人
当
た
り

平
均
２
万
１
１
５
４
円

（

・

％
）
引
き
上
げ

19

38

る
提
案
が
さ
れ
た
。

減
ら
さ
れ
た
国
庫
負
担

分
を
加
入
者
に
肩
代
わ
り

さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
に
な
っ
て

い
る
最
大
の
要
因
だ
。

国
保
は
地
域
福
祉
の
一

端
を
担
い
、
社
会
保
障
制

度
と
し
て
国
と
自
治
体
が

支
え
る
責
任
が
あ
り
、
全

国
で
は
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
を
半
数
の
保

険
者
が
実
施
し
て
い
る
。

基
金
保
有
高
１
億
３
千

万
円
を
維
持
す
る
た
め
に

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
で
実
現
す
べ
き
で
、
国

保
税
の
増
税
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
。

増
税
で
は
な
く
市
民
の

負
担
減
こ
そ
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

、

年
度
の
国

28

29

保
会
計
の
収
支
の
試
算
で

は
、
加
入
者
の
減
少
や
税

収
の
減
収
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
の
増
加
か
ら
収

支
が
悪
化
し
、
給
付
基
金

が
枯
渇
し
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
。

国
保
運
営
協
議
会
で
の

検
討
の
結
果
、
医
療
費
適

正
化
の
推
進
や
国
保
税
収

納
率
の
向
上
対
策
等
を
実

施
し
て
も
収
支
が
赤
字
に

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

入
は
国
か
ら
の
交
付
金
を

考
え
て
不
適
当
と
判
断
、

税
率
引
き
上
げ
で
税
収
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
日
開
会
さ
れ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
加
藤
鉱
一
議
員
が
総
括
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
、
②
平
成
大
合
併

の
総
括
、
③
三
川
町
と
の
ご
み
処
理
問
題
の
３
点
に
つ

い
て
市
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

吉
村
県
政
二
期
目
の
最
後
の
予
算
を
審
査

▽
一
方
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
総
合
的

な
支
援
策
等
子
ど
も
の
貧
困
対
策
。
介

護
福
祉
士
、
保
育
士
、
看
護
師
の
奨
学

金
制
度
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促

進
。
「
競
争
力
強
化
」
が
重
点
で
は
あ

り
ま
す
が
農
林
水
産
業
の
強
化
等
々
。

「
心
の
通
う
温
か
い
県
政
を
基
本
姿
勢

に
」
「
県
民
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
」
と
す
る
吉
村
県
政
が
県
民

要
求
に
応
え
た
施
策
は
、
全
国
的
に
見

て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
問
題
点
を
正

し
良
い
面
を
伸
ば
す
力
は
県
民
運
動
で

あ
り
、
議
会
で
は
日
本
共
産
党
県
議
団

に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
県
議
会
２
月
定
例
会
が
先
月
開
会
、

吉
村
県
政
２
期
目
の
最
後
と
な
る
Ｈ
28

年
度
予
算
案
等
、
議
案
の
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
内
閣
が
昨
年
末

に
閣
議
決
定
し
た
２
０
１
６
年
度
政
府

予
算
案
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
県
民

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
施
策
が
あ
り
ま

す
。
小
中
学
校
の
「
学
力
」
競
争
を
激

化
さ
せ
る
県
独
自
学
力
テ
ス
ト
の
開

始
。
都
市
部
の
要
介
護
高
齢
者
を
地
方

に
押
し
出
す
た
め
の
「
日
本
版C

C
R
C

」

の
事
業
化
。
社
会
保
障
縮
小
の
手
段
と

し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
「
三
世
代
同
居

・
近
居
」
の
促
進
等
々
。
県
議
会
で
も

自
民
党
が
要
求
し
て
き
た
も
の
で
す
。

国
保
税
、
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
で
負
担
軽
減
を

旧
町
村
の「
周
辺
化
」
い
か
に
防
ぐ
か

問

平
成
大
合
併
は
、
１

９
９
９
年
７
月
の
地
方
分

権
一
括
法
の
成
立
を
受
け

て
２
０
０
０
年
４
月
に
合

併
特
例
法
が
改
正
さ
れ
、

合
併
算
定
替
の
期
間
延
長

と
合
併
特
例
債
を
ア
メ
と

す
る
「
平
成
の
大
合
併
」

が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
１
０
年

３
月
末
の
「
平
成
の
大
合

併
」
終
了
時
に
は
１
７
２

７
市
町
村
ま
で
減
少
し
た

だ
け
で
、
目
標
は
達
成
で

き
ず
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

山
形
県
で
は
庄
内
だ
け

が
合
併
を
し
た
た
め
、
県

内
の
市
町
村
の
姿
は
い
び

つ
に
な
り
、
鶴
岡
市
は
東

北
一
の
面
積
で
「
見
渡
せ

る
範
囲
」
を
著
し
く
超
え

る
自
治
体
に
な
っ
た
。

特
例
債
な
ど
の
合
併
メ

リ
ッ
ト
の
財
政
効
果
は
15

年
で
終
了
し
、
そ
の
後
は

交
付
税
の
一
本
算
定
で
、

庄
内
地
域
か
ら
失
わ
れ
る

交
付
税
は

億
円
も
の
巨

60

額
に
な
る
計
算
で
、
経
済

波
及
効
果
を
考
え
れ
ば
内

陸
と
の
経
済
格
差
は
拡
大

す
る
。

政
府
は
そ
の
影
響
の
大

き
さ
か
ら
、
算
定
替
え
の

削
減
額
の
見
直
し
を
決
め

た
が
、
そ
の
こ
と
自
体
、

財
政
面
か
ら
も
平
成
大
合

併
が
失
敗
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

周
辺
部
と
な
っ
た
旧
町

村
は
、
地
域
経
済
の
衰
退

が
続
き
、
学
校
統
廃
合
に

よ
る
通
学
環
境
の
悪
化
な

ど
で
人
口
流
出
が
顕
著
に

な
り
、
出
生
数
の
激
減
、

人
口
減
少
と
域
内
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
旧
町
村
の

「
周
辺
化
」
を
い
か
に
防

ぐ
か
が
重
要
な
課
題
に
な

っ
て
い
る
。

上
越
市
な
ど
地
域
自
治

区
の
取
り
組
み
や
小
規
模

多
機
能
自
治
な
ど
地
域
内

分
権
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

本
市
の
合
併
後
は

旧
市
町
村
に
地
域
審
議
会

を
設
置
し
、
法
定
期
間
終

了
後
も
地
域
振
興
懇
談
会

を
設
置
し
て
、
地
域
住
民

の
幅
広
い
意
見
を
吸
い
上

げ
る
場
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

各
庁
舎
に
は
地
域
づ
く

り
を
担
当
す
る
職
員
を
配

置
し
、
本
所
と
連
携
し
な

が
ら
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
体
制
を
確
保

し
て
い
る
。

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
広
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
再
編
し
、
市
民

・
地
域
・
行
政
の
協
働
を

確
保
す
る
体
制
づ
く
り
も

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
新

た
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
も
な
く
、
一
定
の
効
果

を
生
み
出
せ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

今
後
と
も
地
域
の
伝
統

や
資
源
を
大
切
に
守
り
、

地
域
の
声
な
ど
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
市
政
を

運
営
し
て
い
き
た
い
。



「
ゴ
ミ
処
理
自
ら
行
う
も
の
」
に
道
理
な
し

７
日
の
Ｙ
Ｔ
Ｓ
テ
レ
ビ

や
８
日
の
新
聞
報
道
で
、

鶴
岡
市
と
三
川
町
が
平
成

年

月
に
策
定
（

年

25

12

26

３
月
環
境
省
承
認
）
し
た

「
鶴
岡
市
・
三
川
町
地
域

循
環
型
社
会
形
成
推
進
地

域
計
画
」
（
以
下
「
地
域

計
画
」
）
の
変
更
報
告
が
、

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
三

川
町
の
合
意
を
得
な
い
ま

ま
両
市
町
の
担
当
課
の
連

名
で
県
に
提
出
、
環
境
省

に
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

「
失
念
で
は
済
ま
ぬ
」

議
員
か
ら
厳
し
い
声

鶴
岡
市
議
会
で
は
そ
の

こ
と
を
受
け
、
石
井
清
則

議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
と

加
藤
太
一
議
員
（
共
産
党
）

が
、
「
議
会
運
営
委
員
会

を
開
催
し
事
実
経
過
と
計

画
変
更
の
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
」
よ
う
議
事
進
行

を
提
案
し
ま
し
た
。

午
後
に
開
催
さ
れ
た
議

会
運
営
委
員
会
で
は
、
石

井
、
加
藤
両
議
員
が
議
事

進
行
の
提
案
理
由
を
説

明
、
協
議
の
結
果
９
日
の

予
算
特
別
委
員
会
終
了
後

に
議
員
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
「
地
域
計
画
」
の

変
更
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

市
の
説
明
で
は
「
三
川

町
へ
の
報
告
を
失
念
し
て

「
事
件
性
」
の
問
題
に
つ

い
て
も
９
日
に
会
派
代
表

者
会
議
を
開
催
し
、
今
後

の
取
り
扱
い
を
協
議
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
（
詳

報
は
後
日
）

市
長
の「
合
併
」
発
言
に

よ
る
協
議
停
止
が
発
端

報
道
で
は
、
「
地
域
計

画
」
変
更
に
伴
っ
て
ゴ
ミ

処
理
施
設
建
設
の
総
事
業

費
が
当
初
の
２
倍
近
い
約

２
０
０
億
円
に
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。加

藤
鉱
一
議
員
が
８
日

の
一
般
質
問
で
、
「
昨
年

６
月
議
会
で
市
長
が
合
併

を
持
ち
出
し
て
、
三
川
町

の
委
託
を
見
直
す
発
言
を

し
た
こ
と
か
ら
、
両
市
町

の
事
務
方
の
協
議
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
問

題
の
発
端
だ
」
と
市
長
に

質
問
し
た
の
に
対
し
、
市

長
は
「
事
務
方
に
協
議
を

や
め
ろ
と
言
っ
て
い
な

い
」
と
弁
明
し
ま
し
た
が
、

問

市
長
は
合
併
離
脱
し

た
三
川
町
に
ゴ
ミ
問
題
で

受
委
託
の
廃
止
や
、
自
前

で
出
来
な
け
れ
ば
合
併
を

迫
り
、
小
規
模
自
治
体
に

対
す
る
強
圧
的
な
姿
勢
は

全
国
に
も
知
ら
れ
た
。

国
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
や
コ
ス
ト
削
減
を
理

由
に
焼
却
能
力
日
量
３
０

０
㌧
以
上
の
広
域
処
理
を

求
め
て
お
り
、
全
国
の
市

町
村
の
大
多
数
が
一
部
事

務
組
合
や
受
委
託
に
よ
る

共
同
処
理
を
行
っ
て
い

る
。県

内
で
も
ゴ
ミ
焼
却
施

設
は
８
処
理
区
で
運
営
さ

れ
、
市
町
村
単
独
は
な
い
。

ゴ
ミ
処
理
は
そ
も
そ
も

広
域
処
理
す
べ
き
で
、
小

規
模
町
村
に
「
自
ら
行
う

も
の
」
と
求
め
る
こ
と
に

道
理
は
な
い
。

三
川
町
と
の
規
約
第
９

条
の
「
委
託
事
務
の
廃
止
」

は
、
三
川
町
が
単
独
処
理

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
想

定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

三
川
町
も
応
分
の
負
担

を
表
明
し
て
お
り
、
鶴
岡

市
と
し
て
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
だ
。

新
施
設
整
備
の
問
題
や

費
用
負
担
等
の
問
題
は
、

対
等
に
協
定
書
に
基
づ
き

両
市
町
間
で
協
議
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

三
川
町
は
本
来
自

ら
が
行
う
べ
き
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
を
委
託
と
い

う
形
で
８
年
以
上
依
存
し

続
け
て
い
る
。
自
立
し
た

自
治
体
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
町
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
真
摯

な
検
討
を
し
て
い
た
だ
く

の
も
道
理
で
あ
る
。

平
成

年
の
協
定
書
は

19

規
約
を
受
け
た
形
で
具
体

的
な
事
務
の
取
扱
い
を
定

め
た
も
の
。
規
約
に
お
い

て
事
務
委
託
を
「
廃
止
し

よ
う
と
す
る
日
の
６
月
前

ま
で
に
相
手
方
に
通
知

し
、
協
議
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
お

り
、
こ
れ
を
念
頭
に
受
委

託
の
是
非
を
検
討
す
べ
き

も
の
だ
。

仮
に
受
託
を
継
続
す
る

場
合
は
、
三
川
町
の
求
め

る
負
担
の
内
容
は
、
一
般

廃
棄
物
処
理
に
係
わ
る
全

て
の
費
用
を
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
項
目
に
つ
い
て
検
討

し
た
後
に
そ
の
結
果
を
示

し
て
い
く
。

こ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
場
合
は
協
定
書
に
反
映

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

県
と
も
協
議
し
な
が
ら

住
民
生
活
に
支
障
を
来
さ

ぬ
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
3月3日入札分

・戸野２号線道路改良工事(債務負担行為)（羽黒町戸野地内）
(有)髙橋工業所 1,680,000円（1,932,000円）

工期～5/31（落札率87.0％）
・上町中央線道路改良工事(債務負担行為)（藤島地内）
環水工業(株) 1,697,000円（2,104,000円）工期～5/31（落札率80.7％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月3日入札分

・大山一丁目１３号線道路改良工事(債務負担行為)（大山一丁
目地内）
(株)岡部建設 2,690,000円（3,065,000円）工期～6/3（落札率87.8％）
・新形町高田豊田線道路改良工事(債務負担行為)（高田地内）
マルカメ(有) 2,900,000円（3,647,000円）工期～5/13（落札率79.5％）
・日和田町８号線道路改良工事(債務負担行為)（日和田町地内）
エスケイ建設(有) 2,430,000円（2,945,000円）

工期～5/13（落札率82.5％）
・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（馬町地内）
(有)大地工営 5,750,000円（7,044,000円）工期～5/27（落札率81.6％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
3月3日入札分

・早田９号線道路改良工事(債務負担行為)（早田地内）
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
3月2日入札分

・温海地内消火栓移設工事（温海地内）
松田工業(株) 1,800,000円（2,134,000円）工期～4/20（落札率84.3％）

事
業
費
が
倍
増
す
る
変
更

作
業
を
三
川
町
に
知
ら
せ

ず
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
を
巡
っ
て
三

川
町
が
合
併
に
加
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

委
託
を
拒
否
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
鶴
岡

市
が
昨
年

月

日
に
三

12

22

川
町
に
「
委
託
拒
否
」
の

文
書
を
送
付
す
る
以
前

に
、

月
７
日
に
「
地
域

12

計
画
」
の
変
更
を
国
に
報

告
し
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

「
地
域
計
画
」
の
変
更

を
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
両

市
町
が
こ
れ
ま
で
の
わ
だ

か
ま
り
を
捨
て
て
正
常
な

協
議
の
場
を
早
期
に
設
け

る
べ
き
で
す
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

い
た
ミ
ス
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

代
表
者
会
議
で

は
、
「
公
文
書
偽

造
の
疑
い
も
あ

る
」
「
失
念
で
済

ま
さ
れ
る
問
題
で

は
な
い
」
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
、

新しい焼却施設建設が計画さ
れている市クリーンセンター


